
① 本部の設置

② 運営体制の確認

③ 区への開設準備の報告の指示

④ 施設の安全点検の指示

「施設名」

本部長・副本部長は、総務・情報担当に対して、
「災害情報の収集・伝達」のケースを確認し、防災
無線等を使い、避難所の開設準備を開始したこと
を区災害対策本部へ報告するよう指示する。

1/3

フロアごとに担当を割
り振るとよい

本部長・副本部長は、「施設の安全点検」のケース
を取り出し、ケース内の手順書のとおり指示を出
す。
・全員で、施設内の安全点検にあたること。
・テープ等で避難所のトイレを全て使用禁止にす
ること。

各担当の役割は、ケー
ス内の「役割一覧」を
参照

各担当内のリーダー・
サブリーダーも決める
とよい

集まった人を各担当ごとに分ける。
・本部長　　・副本部長
・総務・情報担当　　・避難者援護担当
・給食・物資担当　　・救護・衛生担当

開設直後は、受付
付近に本部を設置
するとよい

本部の場所：

____________________________
_

本部の設置場所を決定し、本部看板を取り付け
る。
備蓄倉庫から災害時緊急ＢＯＸ、ビブスを取り出
し、本部に設置する。
施設のカギは本部で管理する。

避難所開設には多くの方の協力が必要です。
より多くの方に声をかけ、協力を仰ぎます。

（本部）本部の立ち上げ手順書



⑤ 利用計画の設定

⑥ 受付準備の指示

⑦ 受付開始の指示

⑧ 避難所の生活ルール

「施設名」

本部長・副本部長は、各担当の準備状況を確認
し、受付の開始を指示し、避難所を開設する。
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ケース内の「避難所の生活ルール（例）」を参考
に、消灯時間や食事の時間など、避難所の生活
ルールを決定し、周知する。

本部長・副本部長は、各担当にキット内のケース
を振り分け、受付の開始に向けて作業に取りかか
るよう指示する。
作業にあたっては、一人で行動することは避け、
必ず二人以上で作業するよう指示する。

受付開始を急ぐため、避難
者受付や一般避難スペー
ス、要配慮者スペースを最
優先に決定するとよい
体の不自由な方や病弱な
方、乳幼児を連れた方、妊
娠している方については
可能な限り配慮する

ケース内の「避難所スペースの使い方について」
を元に、各スペースごとの利用方法を決定、安全
点検の結果も含めて図面に記載し、各担当に周
知する。特に学校等の施設開設時間では施設管
理者と十分に協議する。（利用計画は事前に決定
することを推奨）

避難所開設には多くの方の協力が必要です。
より多くの方に声をかけ、協力を仰ぎます。

本部の立ち上げ手順書 （本部）

急性期の作業はここまで



⑨ 避難所運営会議

「施設名」

避難所開設には多くの方の協力が必要です。
より多くの方に声をかけ、協力を仰ぎます。

開設後は定期的に本部長、副本部長、各担当リー
ダー、ボランティアや避難者の代表者等で避難所
運営会議を行い、各担当による一日の報告、問題
点の共有、解決などを図る。
最低でも１日１回開催する。

本部の立ち上げ手順書 （本部）
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① 施設内の安全点検

② 立入禁止等の案内

「施設名」

（全担当）

安全点検表を取出し、避難スペース等の安全確認
を全員で実施する。
施設内の鍵の開け閉めについては、ケース内「鍵
の開閉手順」の図面を参照する。

施設の安全点検手順書
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避難スペース等の安全点検を実施します。
施設職員がいる場合は協力して実施します。

安全点検の結果、使用不可となった教室等は、
キット内のテープなどを用いて立入禁止にする。
また、トイレについても使用可能が確認できるま
で立入禁止とする。



① 避難者一時待機場所案内

② 受付の準備

③ 帰宅困難者への案内

④ 受付準備完了報告

「施設名」

受付の準備が整ったら、本部に報告し、受付開始
の指示を受ける。

避難者の受付手順書

避難所を適切に運営し、安否確認や物資の追加補給を
的確に受けるために、避難者の正確な把握に努めます。

受付の場所：

_______________________

ケース内「受付レイ
アウト例」を参照
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帰宅困難者支援施設マッ
プに記載されている一時
滞在施設は全て開設され
ているとは限らないため、
基本的には避難場所に常
駐している区職員が開設
している一時滞在施設に
案内することとしている。

（避難者援護担当）

施設内点検や受付設置が完了するまでに避難者
がきた場合、　　　　　　　　　　で待機してもらう。

本部で決定した受付場所に机とイスを並べ、案内
表示をする。
【本部の立ち上げ】で記入した平面図と周辺地図
を掲示し、災害時緊急ＢＯＸにある避難者カード
を用意する。

帰宅困難者支援施設マップを入口、受付付近等
に掲示し、帰宅困難者向け防災ガイドを用意す
る。
帰宅困難者が実際に避難所に避難してきた際に
は、ガイドを用いて避難場所へ案内する。



⑤ 避難者の受付

⑥ 避難者の誘導

「施設名」

避難者の受付手順書 （避難者援護担当）

避難所を適切に運営し、安否確認や物資の追加補給を
的確に受けるために、避難者の正確な把握に努めます。

総務・情報担当や、給
食・物資担当に受付業
務を補佐してもらうと
よい
また、受入れの判断に
悩んだ場合は、本部と
相談する

避難者に災害時緊急ボックス内の避難者カードを世帯ご
とに記載してもらい、避難スペースを指定する。指定した
避難スペースは避難者カードの備考欄に記載する。また、
避難者には一人あたりのスペースは1.65㎡が目安であ
ること、物資の配給は後になることを伝える。
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⑤で指定された避難スペースに避難者を誘導す
る。



① 防災無線マニュアルの確認

② 区災害対策本部に開設準備報告

③ 区災害対策本部に開設報告

④ 避難者数報告

「施設名」 1/2

ケース内の防災無線マニュアルに使用方法が記
載されているので、確認する。防災無線は○○室
に設置されている。なお、無線で区災害対策本部
に連絡する場合の区側の無線局番号は○○であ
る。

①で確認した内容に従って、防災無線、またはＦＡ
Ｘ（設置場所は○○室）により、区災害対策本部に
避難所の開設準備を開始したことを報告する。

避難所開設報告書を用いて、防災無線、またはＦ
ＡＸにより、区災害対策本部に避難所の開設等を
報告する。

防災無線またはＦＡＸにより、避難者数等を区災
害対策本部へ報告する（開設当初は１日１～２
回）。

災害情報の収集・伝達手順書 （総務・情報担当）

防災行政無線等を使用し、区災害対策本部と連絡を取ります。区

災害対策本部等との交信内容は、随時記録票に記入し、



⑤ 災害時特設公衆電話の設置

⑥ 避難所周辺地域の情報収集・報告

⑦ 避難所情報集計表に記入

⑧ 必要物資の要請

「施設名」 2/2

運営会議などで、緊急に必要な物資等の確認を行い、「本
部の立ち上げ」ケース内の救援物資確認書救援物資確認
書を作成する。
区災害対策本部へをＦＡＸする、または救援物資確認書を
元に防災行政無線で伝えることで、物資の要請を行う。

避難者数を含む収集した情報は、集計表に整理し、避難
所運営本部で共有する。
また、ＦＡＸまたは防災行政無線を用いて区災害対策本部
へ報告する。
以降、区との交信内容は情報連絡記録表に記録するこ
と。

災害情報の収集・伝達手順書 （総務・情報担当）

ケース内の災害時特設公衆電話マニュアルに従っ
て、災害時特設公衆電話を設置する。(本体は○
○倉庫、ジャックは○○室にある)

避難者等から、地域の被害状況を入手し、「本部
の立ち上げ」ケース内の周辺地図に記載する。

急性期の作業はここまで

防災行政無線等を使用し、区災害対策本部と連絡を取ります。区

災害対策本部等との交信内容は、随時記録票に記入し、



① トイレの使用禁止

② 排便袋等の設置

③ し尿等の保管場所の管理

「施設名」 1/2

【本部の立ち上げ】で決定した、し尿等の保管場所
の設営をする。

し尿等の保管場所は通
常のゴミ集積所とは別
の場所を用意するとよ
い。

トイレの準備手順書①

施設内のトイレに排便袋を設置するなど、
備蓄倉庫の災害用トイレを用意します。

（救護・衛生担当）

テープ等でトイレを使用禁止にする。
大地震発生後にトイレを使用すると、配管の損傷
等で汚水が逆流するなど、トイレが汚れて使用で
きなくなってしまう恐れがある。

トイレに非常用排便袋を設置し、排便袋に同梱されてい
る排便袋の使い方や、水洗禁止の張り紙をトイレに掲示
する。設置が完了し次第、①のトイレ使用禁止のテープを
撤去する。
その他、備蓄倉庫にはトイレットペーパーや和式トイレ等
に設置する簡易トイレがあるので、必要に応じて使用す
る。

急性期の作業はここまで



④ 組立式トイレの運び出し

⑤ 組立式トイレの設置

⑥ 使用方法・利用後の周知徹底

「施設名」 2/2

マニュアルを見ながらトイレを組立・設置する。

上記トイレの使用方法を避難者に周知する。また
トイレ使用後の手洗いも、避難者に周知徹底す
る。

トイレの準備手順書② （救護・衛生担当）

施設内のトイレに排便袋を設置するなど、
備蓄倉庫の災害用トイレを用意します。

備蓄倉庫からトイレ３種、各１台ずつを運び出し、
設置する。トイレの設置箇所については「設置可
能人孔地図」に記載がある。また、必要に応じて
「公園トイレ図面」を用いて、公園内の備蓄倉庫か
ら取り出したトイレを設置する。



① 上水道の確認

② スタンドパイプの設置

③ スタンドパイプ設置場所の周知

④ ミネラルウォーターの確保

「施設名」

（給食・物資担当）

備蓄倉庫内のミネラルウォーターは、数に限りが
あるため、乳幼児などの要配慮者に優先して配
る。配給については【食料の準備、照明の確保等】
にて行う。

飲料水の確保手順書①

備蓄倉庫内にある右記のような袋に入ったスタ
ンドパイプを運び出す。スタンドパイプを取り付け
ることのできる応急給水栓は○○にあるので、そ
こに取り付ける。詳しい場所はケース内の「応急
給水栓設置場所」に記載している。

断水している場合、応急給水栓、給水拠点（貯水槽、給水槽、
深井戸）から飲料水を確保します。
最寄の給水拠点は、○○深井戸です。

1/2

避難所に避難していない
周辺住民にも水を供給す
るため、避難所運営が落ち
着いたのち、上水道が使
用可能でも②の作業を行
い、スタンドパイプを設置
する。

避難者に③でスタンドパイプを設置した場所を
【避難者の受付】で掲示した平面図や周辺地図に
記載するなどして周知する。

上水道の状況を確認し、停電及び断水していない
ことが確認できた場合は、避難所の水道を使用
する。



⑤ 給水拠点の確認

⑥ 給水拠点の周知

⑦ 給水拠点からの給水

⑧ 携行用浄水器からの給水

「施設名」

避難所から近い給水拠点を「本部の立ち上げ」
ケース内の周辺地図などを使って避難者に周知
する。
※最寄の給水拠点は、○○深井戸です。
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給水拠点で水を確保できない場合は、備蓄され
ている浄水器で浅井戸やプールなどの水を浄水
し、飲料水を確保する。

貯水タンクの運搬に
は、リヤカーなどを活
用する。

備蓄されている貯水タンクを運び、必要に応じて
給水拠点から飲料水を持ち帰る。

飲料水の確保手順書② （給食・物資担当）

水道管が損傷している等、スタンドパイプや上水
道から飲料水を確保できない場合は、区災害対
策本部と連絡を取り、開設した給水拠点を確認す
る。

断水している場合、応急給水栓、給水拠点（貯水槽、給水槽、
深井戸）から飲料水を確保します。
最寄の給水拠点は、○○深井戸です。



① ３食分の配給方法等の決定

② 食料の準備

③ 配給方法と時間の周知・配給要員の確保

④ 配給の実施

「施設名」

（給食・物資担当）避難所開設後1日（３食）分

水、おかゆ、ビスケット、梅干を備蓄倉庫から取り出す。
※乳幼児用の粉ミルクも備蓄倉庫に有り。
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混乱を避けるため、
避難所の人数を確
認し、１食ずつ配給
するとよい。

紙コップは、粉ミルク
の授乳用として優先的
に使用するとよい。

配給方法、配給時間を決定する。
なお、区・都の備蓄品は、発災後３日間の避難者
分のみ用意している。

備蓄倉庫にビスケット、おかゆ、梅干、粉ミルク、紙コッ
プ、玄米スナックを取りに行く。
なお、1人あたり1日分の食料（３食）の目安はおかゆ×２
食、ビスケット×１食、梅干である。
取り出した備蓄品は「本部の立ち上げ」ケース内の備蓄物
資等受払簿に記録しておく。

配給方法と配給時間を避難所内に周知する。
必要な配給要員を避難者などから募る。アレル
ギー対応にも十分留意して、配給を行う。

①で決定した配給方法、時間に沿って配給を実施
する。乳幼児には備蓄してある粉ミルクを、希望
者には紙コップを配給する。
（粉ミルク、玄米スナック、アルファ米にはアレル
ギー対応品有）



① 炊出し方法の確認

② 配給方法等の決定

③ 配給方法と時間の周知・要員の確保

④ 炊き出し・配給

「施設名」

配給時間予定時刻から逆算して（お湯を沸かす時間、蒸ら
す時間、配膳にかかる時間）作り、配膳する。決定した配
給方法に従って配給する。
※水の蒸らし時間(６０分）
※お湯の蒸らし時間（２０分）

2/6

区より配達された炊出しセットを開封し、使用方
法を確認する。
水でもお湯でも作ることができるが、お湯を使う
場合は、備蓄倉庫にあるかまどセットで沸かすこ
とができる。

配給方法、配給時間、炊出し箱数を決定し、アル
ファ米を準備する。

配給方法と配給時間を避難所内に周知する。
必要な配給要員を避難者などから募る。

混乱を避けるため、
避難所の人数を確
認し、１食ずつ配給
するとよい。

避難所開設後2日目(4食目)以降 （給食・物資担当）

2日目以降の食料は区より配達される
炊出しセットにて確保します。



① 配給数や配給対象の管理

「施設名」 3/6

避難所開設後4日目以降 （給食・物資担当）

原則発災から4日目以降は、食料等の配給は
在宅避難者も含め行うことになります。

開設直後の混乱期を過ぎたら、食料等の配給は
在宅避難者も含め行うことになる。配給数は、物
資の在庫を考慮しながら、本部と協議して決定す
る。



① 避難者数の確認

② 毛布・マットの搬出

③ 毛布・マットの配布

「施設名」 4/6

毛布・マットが不足す
る場合は、区災害対策
本部に連絡する。

毛布・マットは病気の方、妊婦、ケガをしている人
に優先的に配布していく。毛布が足りない場合
は、備蓄倉庫にあるタオルを代用し、マットが足り
ない場合は、残った段ボール箱を使う。マットを
敷くときは動線などに気を配る。

避難者に、毛布・マットを配布します。

毛布・マットの必要数（＝避難者数）を「災害情報
の収集・伝達」にて作成する避難所情報集計表な
どから確認する。

（給食・物資担当）毛布・マットの準備

毛布・マットを避難者の生活スペースに搬出す
る。段ボール箱は、間仕切りとして活用できる。



① 照明設備の確認・報告

② 懐中電灯の準備

③ 電源（鉛蓄電池）の準備

④ 電源（リチウム蓄電池）の準備

「施設名」

停電している場合、電源を確保するため、鉛蓄電池を○
○倉庫から運び出す。主に、資器材(照明設備やテレビ
等)の電源として利用する。備え付けのソーラーパネルで
充電可能。
2台備蓄があるので、交互に使用するなど、必要に応じて
運用を検討する。
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リチウム蓄電池を○○倉庫から運び出す。複数台
の携帯電話の充電などに適している。
使用方法は蓄電池に付属のマニュアルを参照す
ること。

照明の確保① （給食・物資担当）

施設の照明設備が使用できない場合、
または、今後の停電に備えて、照明の準備をします。

施設内各スペースの照明設備を確認する。確認し
た照明設備の状況を避難所運営本部に報告し、
投光器等の設置場所を検討する。

備蓄倉庫内にある懐中電灯を本部まで運び、い
つでも使用できるよう準備する。



⑤ 投光器の準備

⑥ 発電機の準備

「施設名」 6/6

照明の確保② （給食・物資担当）

施設の照明設備が使用できない場合、または、
今後の停電に備えて、照明の準備をします。

③、④で用意した蓄電池で
は、バッテリーの状態によっ
て投光器が使用できない場
合がある。使用できない場合
には⑥の発電機を使用する。

投光器を備蓄倉庫から運び出します。
ハロゲン投光器とバルーン投光器があるので、①で検討
した場所に設置する。
電源との距離によっては備蓄倉庫の中にあるコードリー
ルを用いて接続する。

備蓄倉庫から発電機とガソリンを運びだし、発電機にガ
ソリンを入れる。
なお、発電機については排気ガスが出るため、屋内で使
用しないこと。
また、精密機械（PC、スマートフォン等）の充電には、機器
が破損する恐れがあるため、用いないこと。



① 飲料水の衛生管理

② 居住スペース・トイレの清掃

③ ゴミ出し、集積のルール

④ 衛生状況の点検

「施設名」

分別方法のルールを定め、避難者に周知する。ご
み集積所の整理当番を決め、衛生環境の維持に
努める。

（救護・衛生担当）

飲料水の衛生管理に十分留意する。
※水質検査キットで残留塩素濃度の確認を定期
的に行う。

衛生管理
衛生管理は大切な作業です。避難者の方々の
理解と協力を得ながら実施することが重要です。

各居住スペースにいる避難者の中から居住ス
ペースの衛生担当を選任し、定期的に避難所の衛
生状態を点検する。問題を発見した場合は、本部
に報告し、解決を図る。

例：避難者自身がし
尿等の保管場所へ
排便袋を捨てに行
く、等

居住スペースは避難者各自が自身の居住空間の衛生環
境の維持に努めるよう周知徹底する。
また、トイレの清掃については避難者が当番で清掃する
ことを原則とし（ケース内の掃除当番表を活用）、定期的
に清掃するようにする。感染症予防のため、消毒も定期
的に行う。

1/8



① 救急箱の確保

② 医療関係者呼びかけ

③ 応急手当の実施

④ 傷病者対応

「施設名」

傷病者の対応 （救護・衛生担当）

けが人や病気への対応に備えて、
必要な備品の確認をします。

備蓄倉庫にある「救急箱」を救護室へ運び出す。

応急手当で済む場合は、手当てをする。
　　　　　　　　　　から毛布、マットを搬入し、傷病者
が楽な姿勢をとる。

③などで対応できない傷病者がいる場合は、備
蓄倉庫にある担架などを用いて、最寄りの緊急
救護所等(○○病院前)に搬送する。発災後3日以
降は最寄りの避難所医療救護所(○○小学校)で
も可。

施設内に医療関係者がいないか呼びかけを行
う。

2/8



① 避難所生活のルールの徹底

② 防犯対策担当の選任

③ 不審者の侵入を防ぐ

「施設名」

避難所運営本部で決定された避難生活の基本的
なルール（消灯や食事の時間など）を、掲示等で
周知する。

安全・安心の確保 （避難者援護担当）

発災後の混乱状態においては、避難所内の
防犯にも注意が必要です。

避難所運営本部の構成員や避難者の中から、防
犯対策担当を複数人選任する。
なお、防犯対策担当は固定せず、順次交代するな
ど柔軟に対応する。

防犯対策担当は、出来る限り、人の出入りを確認
し、不審者の侵入を防ぐ。
また、定期的に避難所内を巡回し、避難所内の安
全確保に努める。

3/8



① 要配慮者用の備蓄品

② 授乳室の設置

③ 洗濯場の設置と管理

④ 子供の遊びスペース

「施設名」 4/8

異性の目線を気にせず、下着などを安心して洗
濯し、干せる場所を検討し、周知する。

洗濯場の場所：

＿＿＿＿＿＿＿

備蓄倉庫から、おむつ（子供用、大人用）やおしり
ふき、乳幼児、要支援者等のスペースに必要な資
器材を運び、状況に応じ使用する。

子供が気兼ねなく遊べるスペースを検討する。

避難者に乳幼児がいる場合、授乳やおむつ代え等を行う
場所を確保する必要がある。避難所内に授乳室となる部
屋を用意できない場合は、備蓄倉庫にあるプライベート
ルームなどを活用する。

女性や子育て中の世帯に配慮した
避難所環境をつくりましょう。

避難所内の環境整備 （避難者援護担当）



① 窓口の設置・周知

② 女性用品の配布

③ 相談記録への記録

④ 本部との連携
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避難所運営に関する要望などがあった場合は、
要望シートを活用し本部に伝え、対応してもらう。

相談の内容は、相談記録に記録する。
また、個人情報の保護とプライバシーに十分に配
慮する。

生理用品などの女性用品については、窓口で配
布を受け付ける。

【本部の立ち上げ】で設置場所を決定した女性相
談窓口の開設時間を決めて、表示する。
相談担当を選定し、窓口にいる時間や巡回する時
間を決める。

女性や子ども、要支援者の要望や相談に
対応するために、女性相談窓口を設置します。

女性相談窓口の設置 （避難者援護担当）



① SSID有効化の確認

※ 確認方法

② 災害時用Wi-Fiの周知
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フォルダ内の掲示物を避難所内各所に掲示し、使
用可能であることを周知する。

災害時用Wi-Fiに接続するためのSSIDは、平常
時は無効化されている。発災後、しばらくたった
後に有効となるので、有効化がなされているか
どうか、「災害時用Ｗｉ-Ｆｉ接続方法」を元に適宜確
認する。また、接続可能エリアが限られている場
合がある。

各自所有端末のWi-Fi接続設定画面から、SSID
名「00000JAPAN」が接続可能であることを確
認する。

災害時用Wi-Fiが使用可能になったことを避難者に
周知し、各自の情報収集や連絡に役立ててもらいます。

災害時用Wi-Fi使用可能の周知 （総務・情報担当）



① ペット対応

② 飼育場所の周知

③ ペットの管理・飼育

④ 飼い主代表の選出
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飼い主の中から代表者を選出し、協議等の窓口
になってもらう。

ペットの飼育や衛生管理は飼い主の責任で行っ
てもらう。

アレルギー等を考慮し、避難
者の居住スペースや動線と
重ならないスペースを検討
すると良い。

ペットの同行避難は、原則、ケージや食べ物を持
参している場合のみ可とする。

【本部の立ち上げ】で決定したペットの飼育場所
の周知をする。

ペットの同行避難者への対応 （避難者援護担当）

避難者が連れてくるペットを避難所内で円滑に保護することが
大きな課題です。全避難者の理解が得られるようなルールの下
で飼育ができるようにし、飼い主が共同で行うことが必要です。



① マスコミ対応担当者の決定

② マスコミ対応のルール１

③ マスコミ対応のルール２
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・避難所の撮影に際しては、区災害対策本部に連
絡の上、必ず担当が立ち会うこと。
・避難者に対する取材は、担当を介して避難者が
同意した場合のみとすること。

・マスコミが入れるスペースを制限し、居住空間で
の取材は、原則として断ること。
・取材の際には、名札や腕章の着用を求め、避難
所内の人と区別できるようにすること。

マスコミへの対応 （総務・情報担当）

避難所に多くのマスコミが詰めかけることが予想される
ため、対応ルールを決めておくことが必要です。

マスコミ対応をする担当者を決定する。



・ 手順書

・ 作業チェックリスト一式

・ 看板

・ 組織図（白紙）

・ 協議事項等記録用紙

・ 救援物資確認書

・ 備蓄物資等受払簿

・ 鍵の開閉手順、周辺地図、平面図

・ 避難所運営の初日の流れ

・ 災害時緊急ボックス内訳表

・ 避難スペースの使い方

・ 避難所運営本部　各担当の役割一覧

・ 避難所生活のルール
「施設名」

内容物一覧 （本部の立ち上げ）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 看板

・ 平面図

・ 安全点検表

・ 鍵の開閉手順

「施設名」

内容物一覧 （施設の安全点検）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 看板

・ 支援施設マップ

・ 帰宅困難者ガイド

「施設名」

内容物一覧 （避難者の受付）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 看板

・ 情報連絡記録票

・ 避難所開設報告書

・ 避難所情報集計表

・ 連絡先一覧

・ 防災無線の操作方法

・ 災害時特設公衆電話マニュアル

「施設名」

内容物一覧 （災害情報の
収集・伝達）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 設置可能人孔図一式

・ トイレ組み立てマニュアル一式

・ 看板

・ 公園トイレ図面

「施設名」

内容物一覧 （トイレの準備）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 防災地図

・ Ｄ級ポンプ・スタンドパイプマニュアル

・ 応急給水栓設置場所

・

・ 深井戸運転マニュアル

「施設名」

応急給水栓を使用した応急排水作業及び応急
給水作業操作マニュアル

内容物一覧 （飲料水の確保）



・ 手順書

・ 作業チェックリスト

・ 看板

・ 備蓄品一覧

・ 発電機マニュアル

・ 蓄電池マニュアル

・ 投光器マニュアル

「施設名」

内容物一覧 （食料の準備、
照明の確保等）



・ 手順書

・ 看板

・ 掃除当番

・ 女性相談当番表

・ 相談記録

・ 要望シート

・ Wi-Fi張り紙・マニュアル

「施設名」

内容物一覧 （その他の対応）


